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2026 年 4 月 23 日（木）から 25 日（土）まで日本橋・京橋エリアで開催された『東京アートアンティーク

2026（Tokyo Art & Antiques）』が閉幕しました。16 回目を迎えた今回は、古美術から現代アート、茶道具、ア

ンティーク家具や時計店など、83 店舗の画廊・美術店が参加し、うち 59 店舗が期間限定の企画展を実施。来場

者は路地裏や建物を巡りながら作品や空間と出会い、店主との対話を楽しむなど、日本橋・京橋ならではの街と

美が一体となった体験が生まれました。 

トークイベントにゲスト登壇した澤田瞳子さん（作家・直木賞作家）は、現代における古美術について「古美術

は、つくり手やそれを愛でた人、受け継いできた人々の積み重ねによって今に残っています。千年前から誰かが

大切に伝えてきたからこそ、私たちは今その美しさに触れ、同じような感情や時間を共有できる。その連なり

を実感できることに、古美術の価値があると感じます。」と語り、司会の繭山龍泉堂 川島氏からは、京橋と古美

術の関係についてこの街で育まれてきた人の営みとアートとの連なりを重ね合わせながら、受け継がれてきた背

景に言及しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       澤田瞳子さんをゲストに迎えたトークイベント       次々と人が訪れる魯卿あんの店内 

アートフェア『東京アートアンティーク 2026』閉幕 83 店舗が参加、

日本橋・京橋の街と美が響き合う 3 日間に 

澤田瞳子さん「古美術はつくり手や愛でた人、伝えてきた人々の積み重ねで今に残るもの。

千年前の人と同じ感情や時間を共有できることに、その価値があると感じる」 



                                              

 

参加者の感想 

 

初来場（60 代・男性） 

地図でみるよりも、それぞれの店舗の距離が近くてびっくりしました。いくつかの店舗

を廻ってみたいと思う。 

 

2 回目の来場（30 代・女性） 

いつもは高くて買えない商品が多いけど、東京アートアンティークの期間は、お目当ての

店では手ごろな金額になるので、江戸時代の古伊万里の器を２つ買うことができました。 

 

3 回以上来場（50 代・女性） 

骨董に詳しい訳ではないのですが、東京アートアンティークの時期は毎年京橋に来て、画

廊巡りをしています。事前に行きたい店舗をチェックするのも楽しみなんです。 

 

 

 

参加店舗のコメント 

 

           魯卿あん 店主 

フェア期間中は通常の数倍のお客様が訪れ、京橋の街も一層賑やかになります。購入

を目的とする方に加え、魯山人に関心を持って訪れる方も多く、本フェアをきっかけ

に初めて来店される方も増えています。 

 

           メゾンドネコ 店主 

当店は、細い階段をあがって 2 階にあるのですが、フェア期間中は来店も増え、たく

さんの方が訪れてくださいます。本フェアは、多くの方が足を運んでくださるキッカ

ケになっているので、これからも続いてほしいイベントだと感じています。 

 

古美術あさひ 店員 

普段は古美術を扱っていますが、本フェア中は現代作家のアートを展示しました。 

普段あまり接点のない若いお客様とも自然に会話が生まれて新鮮でした。お客様も、

現代作品と古美術が混在する空間そのものが「面白い」とおっしゃっていました。 

 

前坂晴天堂 店主 

本フェアは、お客様が初めて来店するきっかけとして、とても大きな役割を果たして

いると感じています。会期中は朝から並ぶ方もいらっしゃり、初めての方にも常連の

方にも新たな入口となっています。価格や価値を明確にしている点も魅力に感じても

らっています。 

 



                                              

東京アートアンティークとは 

東京アートアンティークは、日本橋・京橋エリアを舞台に、骨董・古美術を軸としながら、多

様な美の表現に出会える街歩き型のアートフェアです。街に点在するギャラリーや古美術店そ

のものを会場とし、来場者は路地や建物を巡りながら、作品や空間、店主との対話を楽しむこ

とができます。1998 年の誕生以来、この街が培ってきた美意識を背景に、都市とともに続いて

きた、美術店が密集する日本橋京橋エリアならではのアートフェアです。地図を片手に作品と

の出会いをお楽しみいただけます。 

 

 

■開催概要 

イベント名 東京アートアンティーク 2026～日本橋・京橋美術まつり～ 

主催 東京アートアンティーク実行委員会 

公式 WEB サイト https://www.tokyoartantiques.com/ 

開催地 京橋・日本橋・銀座を中心としたエリアに居を構える美術店など 

開催日 2026 年 4 月 23 日(木)～25 日(土) 

開催時間 各店舗の営業時間に準ずる 

入場料 無料（一部の店舗主催イベントは有料） 

参加店舗数 83 軒（古美術 46、画廊 15、現代アート 6、工芸 6、茶道具 5、アンティー

ク・ビンテージ 3、書画 2） 

参加回数 3 回目以上 71 軒、2 回目以上 9 軒、初参加 3 軒 

企画展開催店舗数 83 軒の内、59 軒（本イベント期間中に通常営業とは異なる展示・販売を行う店舗） 

主なプログラム 1. 澤田瞳子さんスペシャルトークイベント『日本一の美術街を作り上げた

美術商たち』 

2. 横川志歩の「なげいれ」の花 

3. チャリティ入札会 

協賛 一般社団法人 京橋彩区エリアマネジメント 

京橋エドグラン管理組合 

東京建物株式会社 

戸田建設株式会社 

株式会社目の眼 

84.0 Radio City 中央エフエム 

後援 中央区 

 

【本イベント運営に関するお問い合わせ】 

東京アートアンティーク実行委員会 info@tokyoartantiques.com  

【取材・掲載に関するお問い合わせ】 

東京アートアンティーク実行委員会 PR 事務局： press@pr-lechat.com 

mailto:info@tokyoartantiques.com
press@pr-lechat.com

